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概要（目的・用途・実施
内容）
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生命科学研究や臨床検査などの場面において、化学反応あるいは酵素反応に起因し
た発光現象である化学発光や生物発光は、生体関連分子の分析技術に利用されてい
る1, 2)。しかしながら、抗体などを介さずに生体関連分子を高感度に発光検出できる
化合物の開発は不十分である。これまでに利用者は、バイオマーカーとして知られ
るヒトの生体関連分子と混合するだけで発光する化合物を見出し、その機能に重要
な化合物の構造的特徴を捉えつつあるとともに、関連化合物の臨床検査への応用の
可能性を示す結果を得ている3, 4, 5)。そこで本研究では、 そうした知見を踏まえ、生
体関連分子の直接的かつ高感度な検出を実現する発光物質の合成に取り組んだ。

実験
Experimental

利用者がこれまでに得た知見および過去の文献に基づき、各種カップリング反応な
どを利用した化合物の合成実験を行った。そして、その合成実験で目的とする化合
物が合成できているかを確かめるため、核磁気共鳴装置（NMR）を用いた測定を実
施した。

結果と考察
Results and Discussion

結果として、利用者の合成実験により得られた1つの化合物の13C NMRスペクトル
を図1に示す。測定により、目的とした化合物のいくつかが合成できていることを
確かめた。合成実験により得られた化合物はその発光特性を評価しており、その評
価結果を踏まえながら、より応用利用に適した化合物を得るべく、新たな化合物の
合成を進めている。
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Figures, Tables and

Equations 1

図1. 測定によって得られた化合物の13C NMRスペクトル
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